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カフェトーク in 北九州 実施結果概要 

 

 

1. 開催日時・開催場所・参加者数 

 

〈開催日時〉平成 30年 10月 28日（日） 

13:30～15:40（開場/13:00～） 

〈開催場所〉チャチャタウン小倉 イベント広場 

（小倉北区砂津 3丁目 1－1） 

〈参加者数〉約 800人 

 

 

2. プログラム 

 

（１）挨拶 13：30～ 

井上 秀作（北九州市議会 議長） 

大貝 敏之（北九州青年会議所 理事長） 

（２）基調講演 13：45～ 

テーマ「北九州市の人口動態について」 

南  博 氏（北九州市立大学地域戦略研究所 教授） 

（３）パネルディスカッション 14：00～15：40 

    テーマ「人口減少について」 

●パネリスト 

《北九州市議会議員》 

佐藤 栄作（小倉北区） 

松岡 裕一郎（小倉北区） 

奥村 直樹（門司区） 

荒川 徹（戸畑区） 

《北九州若者まちづくりサポーター》 

木村 紗彩さん（九州大学 1年） 

木元 利早子さん（常磐高等学校 3年） 

伊藤 尚希さん（九州国際大学付属高等学校 2年） 

榎本 咲子さん（小倉高等学校 1年） 

●コーディネーター 

南  博 氏（北九州市立大学地域戦略研究所 教授） 

 

 

3． 基調講演資料     別紙 1 参照 

 

4． 議事録        別紙 2 参照 

 

5． 意見シートによる意見   別紙 3 参照   

 

6． 参加者アンケート結果    別紙 4 参照  



基調講演資料 別紙 1
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カフェトーク in 北九州～議員とまちを語ろう～ 

 議事録 

 

 
【日時】平成 30 年 10 月 28 日（日）13:30～15:40 

【場所】チャチャタウン小倉 イベント広場 

【次第】 

  １ 挨拶 

     ○北九州市議会議長 井上 秀作 

     ○北九州青年会議所理事長 大貝 敏之 

 

 ２ 基調講演 

     テーマ「北九州市の人口動態について」 

     ○北九州市立大学地域戦略研究所教授 南 博氏 

 

３ パネルディスカッション 

テーマ「人口減少について」 

     ○パネリスト 

≪北九州市議会議員≫ 

佐藤 栄作（小倉北区） 

        松岡裕一郎（小倉北区） 

        奥村 直樹（門司区） 

        荒川  徹（戸畑区） 

≪北九州若者まちづくりサポーター≫ 

        木村 紗彩さん（九州大学１年） 

        木元利早子さん（常磐高等学校３年） 

        伊藤 尚希さん（九州国際大学付属高等学校２年） 

        榎本 咲子さん（小倉高等学校１年） 

     ○コーディネーター 南 博氏（北九州市立大学地域戦略研究所教授） 

 

別紙２ 
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○司会（讃井）議員とまちを語ろうということで、本日初の試みであります、カフェトー

ク in 北九州を開催いたします。 

本日、司会を務めさせていただきます、北九州市議会議員の讃井早智子と。 

○司会（宇都宮）北筑高校１年の宇都宮一花です。 

○司会（讃井）若いですね。親子くらいのコンビで、本日、司会を務めさせていただきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

早速ですが、主催者の挨拶といたしまして、北九州市議会 井上秀作議長より御挨拶を

いただきます。井上議長、よろしくお願いいたします。 

 

 

主催者挨拶 
北九州市議会議長 井上 秀作 

 

皆さん、こんにちは。主催者を代表して、一言、御挨拶を申し上げたいと思います。 

私は、北九州市議会の議長を務めております、井上でございます。本日は、カフェトー

ク in 北九州～議員とまちを語ろう～に、このようにたくさん御参加をいただきまして、本

当にありがとうございます。 

北九州市議会では、平成 23 年に北九州市議会基本条例を制定いたしまして、市民との

協働による開かれた議会の実現を目指してまいりました。この実現に向けた取り組みとい

たしましては、昨年まで９回にわたりまして、予算や決算審議の内容を皆様に御報告する、

議会報告会というものを開いてまいりました。しかしながら、その開いてきた場所が市民

センターや生涯学習センターでありましたので、限られた市民の皆様方にしか、この議会

報告会を聞いていただくことができませんでした。 

そこで、多くの議員の皆様方から、もっと開かれた場所で議員が何をしているのか、ま

た、どういったことをこれからやっていかなければならないのかを、市民の皆様方に知っ

ていただく、そういう場を設けてはどうかという提案がなされました。  

本日は、このチャチャタウンという開かれた場で、皆様方にお気軽に飲み物でも飲んで

いただきながら、議員と、そして今日はパネラーで高校生や大学生の若者たちが討論をす

るわけでございます。ぜひ、その討論の内容を楽しみに聞いていただければと思っていま

す。 

ちなみに、議員４人が今日登壇するのですけれども、高校生、大学生に討論で負けるよ

うであれば、もう議員を交代してもらおうかなと思っておりますので、それくらいの覚悟

で、今日のパネラーの議員は頑張っていただきたいなと思っているところでございます。  

また、本日の開催に当たりましては、北九州青年会議所の皆様方に大変御協力いただい

ております。青年会議所の皆さん、本当にありがとうございました。 

この後、本市の課題の一つであります人口減少をテーマに、北九州市立大学の南先生の

基調講演、そして、パネルディスカッションが行われますので、最後までお聞きいただけ

れば幸いでございます。 

最後に、現在、本市議会における定例的な海外視察につきまして、さまざまな報道機関
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から、さまざまな報道がなされているわけでございます。このことを、私どもはやはり真

摯に受けとめて、反省をしなければならないと思っております。 

しかしながら、海外視察に行かれました８名の議員の方々の名誉のために申し上げてお

きますと、テレビで報道されているのは、何か公務を９時間しかしていないということで

ございましたが、私の調査によりますと、六十数時間、最低でもされていたということで

す。それと、９月議会におきましては、このヨーロッパでの視察内容をもとにした質疑、

質問が出されているということも、この場を借りて申し上げさせていただきたいと思いま

す。 

しかしながら、たとえ自由時間といえども、公務で海外に出張に行っているわけでござ

いますから、公職者としてふさわしい、節度のある行動を取る必要が、私はあると思って

おります。この点に関しては、反省すべき点が多々あったのではないかと考えておりまし

て、今後、私は議長として綱紀粛正に努めることはもちろんでございますけれども、現在、

幹事長会議でも、この件について話し合いが行われております。本当に、しっかりした北

九州市議会を、これからもつくってまいりたいと思いますので、この場をお借りいたしま

して反省させていただきたい。おわびを申し上げたいと思います。本当に、申し訳ござい

ませんでした。 

結びに、北九州市議会というところは、北九州市の最高意思決定機関です。なかなか皆

様方には、北九州市議会に触れていただく機会はないと思いますけれども、市議会議員の

方々が、市民の皆様方の意見をもとにして、市議会で議論をされるわけです。そして、そ

の議論をしていった結果を、市長が遂行することによって、北九州市政というものが動い

ていくわけであります。 

そういう意味では、今回のこのカフェトークを契機といたしまして、北九州市議会の動

きに関心を持っていただければ幸いでございます。 

どうか今日は、議員と若者たちとの討論を聞いていただいて、北九州市のよりよい未来

のために、これからも頑張ってまいりますので、よろしくお願いをしたいと思います。  

本日は、誠にありがとうございました。 

 

○司会（讃井）井上議長、ありがとうございました。 

続きまして、北九州青年会議所 大貝敏之理事長より、御挨拶をいただきます。 

では、理事長、よろしくお願いいたします。 

 

 

北九州青年会議所理事長 大貝 敏之 

 

皆さん、こんにちは。ただいま、御紹介をいただきました、私は一般社団法人北九州青

年会議所理事長を務めております、大貝と申します。 

まずは、本日、このように多くの皆様にお集まりいただきましたこと、心より感謝を申

し上げます。ありがとうございます。そして、お買い物中のお客様も、お時間が許します

限り、お足をとめていただきまして、御覧いただくと幸いでございます。よろしくお願い
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いたします。 

北九州青年会議所は、20 歳から 40 歳の青年が、明るい豊かな社会の実現のために運動

を行う団体です。皆様が御存じのところで申し上げますと、わっしょい百万夏まつりをつ

くった団体です。ぜひ、御興味のある方は、お問い合わせいただきたいと思っております。 

さて、北九州の課題は何かと問われると、人口減少問題が一番に上がってまいります。

北九州青年会議所といたしましては、進学、就職で北九州を去る若者が多いことが、一番

の要因であると考えております。そこで私たちは、若者がまちについて考える機会、発言

する機会、行動する機会、この３つの機会が必要であると考え、16 歳から 20 歳までの若

者が集う、北九州若者まちづくりサポーターを組織しました。 

本日、その若者まちづくりサポーターと北九州市議会議員各会派の皆様で、生討論を行

っていただきます。ぜひ、この生討論を通して、北九州には、まちの未来について真剣に

考える市議会があるということを知っていただき、また、まちのために行動しようとする

若者が多くいることを知っていただきたい。そして、本日、この生討論を通して、北九州

の未来は明るいということを実感していただく、そんな機会にしていただくことを願いま

して、簡単ではございますが、共催団体代表といたしましての御挨拶に代えさせていただ

きます。 

本日も最後まで、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。  

 

○司会（讃井）大貝理事長、ありがとうございました。 

これより、北九州市立大学地域戦略研究所 南博教授より、北九州市の人口動態につい

てをテーマに、御講演いただきたいと思います。 

それでは南教授、よろしくお願いいたします。拍手でお迎えください。 

 

 

基調講演 
「北九州市の人口動態について」 

 

北九州市立大学地域戦略研究所教授 南 博 

 

北九州市立大学の南と申します。今日は、この後のパネルディスカッションがメインの

イベントです。私からは、それに先立ちまして、パネルディスカッションの内容に関しま

して、人口に関する基本的なデータを、手短に話題提供ということで、お話をさせていた

だきたいと思います。恐縮ですが、座って話をさせていただきたいと思います。  

皆様、お手元に配布資料をお持ちでしょうか。開いていただくと、中にアンケートとか

も挟まっているのですが、この外側の紙のところにグラフが何個か載っています。下に１

ページと振ってあるところから、２ページ、３ページということで振ってあります。それ

を御覧いただきながらお聞きいただければと思います。ただ、どのグラフについて私が話

しているのかというのが、若干、分かりづらいかもしれませんので、今どのグラフについ

て話しているのかというのは、私がボードをお示しいたしますので、それを参考にしてい
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ただければと思いますが、このボードは手づくりで非常に質素なものですので、ぜひ細か

な部分はお手元の資料のほうで御覧いただければと思います。 

早速、説明に入らせていただきたいと思います。まず、１枚目のグラフになります。 

日本の人口推移と今後の予測というグラフでございます。このグラフは、横軸が歴史の

流れ、縦軸が人口数をあらわしています。今から 400 年ほど前、江戸時代の初めのころは、

日本の人口は 1,200 万人くらいでございました。その後、社会が安定いたしまして、人口

が倍増以上いたしまして、江戸時代の間に 3,000 万人台まで人口はふえました。それから、

ことしでちょうど 150 年前の明治の初めにおいては、日本の人口は約 3,300 万人でござい

ました。その後、人口は急増していくことになります。 

その背景には、日本の近代化ですとか産業革命というものがございます。この産業革命

には、この北九州も非常に大きく関わっております。北九州にできた官営八幡製鐵所でご

ざいますとか、あるいはその他のさまざまな製造業、あるいは炭鉱ですとか、そういった

非常に重要な役割を、この北九州地域が果たしたということになりますので、このグラフ

で急激に日本の人口が伸び始めた部分に関しましては、この北九州が日本全体に、非常に

大きな貢献をしたということになります。その後、第二次世界大戦を経まして、戦後の高

度成長期に、再び人口が急増するということになります。今から 50 年ほど前の 1967 年、

日本の人口は１億人を突破し、それから更に、人口は増加し続けるということになります。  

しかし、その伸びは、今から 10 年前の１億 2,808 万人をピークにして、減少局面に入

って 10 年たっております。現在、１億 2,659 万人まで減ってきています。そして、ふえて

きたときと同じようなペースで、今後数十年かけて人口が放物線を描くように減っていく

ということが予想されています。皆様、御存じのことかと思いますが、日本全体が、大き

な人口減少局面に入っているということになります。 

それでは、２つ目のグラフです。北九州市の人口の推移についてでございます。  

第二次世界大戦の終了時点では、当時の５つの市の合計は約 60 万人となっています。

それまでふえてきていた人口が、戦後再びふえ始めて、1963 年、昭和 38 年の五市合併時

点では、約 103 万 2,000 人の人口ということになっておりました。合併後、しばらく人口

は微増を続けるわけでございますけれども、合併から 16 年後、今から 39 年前の 1979 年の

約 106 万 8,000 人をピークにして、人口が減少局面に入りまして、以降、減少を続けてい

るという状態です。 

現在の人口、今年の 10 月１日時点の人口が 94 万 5,595 人でございます。この約 94 万

人というのは、合併前の今から 60 年前、1957 年、昭和 32 年とおおむね同じ規模というこ

とになっておりまして、この 60 年間だけを見ますと、20 年間かけて人口が 12 万人ふえ、

40 年間かけて 12 万人減ってきたという状況になります。 

そして、グラフの右側に、今後の推計人口と記していますが、今後も人口が減少し続け

ていくということが推計されています。とはいうものの、一言で人口減少といいましても、

全体のグラフだけではその領域がちょっとよく分からないという部分でございます。 

そこで、３枚目のグラフでございます。北九州市の人口における、自然増減、社会増減

の推移、配布資料では２ページ目になります。 

この自然増減というのは、生まれた人の数から亡くなった人の数を引いた人数というこ
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とになります。これは紫色の折れ線で示しています。それから、社会増減というのは、引

っ越してきた人から引っ越していった人を引いた数ということになります。これは緑色の

折れ線で示しています。それから、青い棒グラフは人口の増減数ということになります。

昭和 50 年代の初めごろまでは、おおむね人口増の年が多かったわけですが、以降は、おお

むね減少しておりまして、つまり、青い棒グラフは下向きの棒グラフになっている年が続

いているということになります。 

では、社会増減、緑色の折れ線グラフについて見ていただきますと、基本的には、長期

的に見ると、この社会増減というのは改善傾向にありまして、特に、この 10 年くらいは社

会増の状態、つまり、引っ越していった人よりも引っ越してきた人のほうが多い状態、そ

うした状態まであと一歩という状態にまでなってきている。グラフの右端のほうを見てい

ただくと、ゼロに近づいているというのがお分かりいただけるかと思います。 

そうした社会増減の状況が改善しているのにもかかわらず、なぜ近年、人口減少が続い

ているかということになると、紫色の折れ線グラフで示しました自然増減というのが、非

常に大きく影響しているということになります。 

昭和の時代は、社会減も非常に多くて、１年で１万人以上、社会減であった年もあった

わけですけれども、このころは自然増も多かった。つまり、生まれてくる赤ちゃんのほう

が亡くなる方よりもかなり多かったという状況でございました。したがって、人口減とい

うのはあまり進まなかったわけですけれども、その後、少子高齢化というものが進展をい

たしまして、今から 15 年前の平成 15 年には、ついに自然減の状態。つまり、生まれてく

る赤ちゃんよりも亡くなる方のほうが多いという状況です。そういう状況になって、現在

は社会減よりも自然減のほうが、北九州市において多いという状況になっております。  

参考までに、平成 29 年の１年間で、北九州市で生まれた赤ちゃんは 7,349 人。亡くな

った方は１万 1,171 人であり、自然増減の数がマイナス 3,822 人という状況になっており

ます。 

北九州市の人口問題の改善に向けましては、人口の自然動態と社会動態の両方に目を向

けなくてはならないということになります。一方、中期的・短期的に、政策的に取り組み

やすいのは、引っ越していく、引っ越していかないという社会増減の部分です。こちらの

ほうにもなるということはいえようかと思いますので、現在、北九州市では、議会、行政、

民間企業、市民が協働して、この社会増減をいかにプラスに持っていくかという政策に、

一生懸命取り組んでいるという状況になっております。 

次からの何枚かは、社会動態とか自然動態について、今日のパネルディスカッションの

テーマと、特に関係のありそうな部分について、基礎的なデータをお示しします。ここか

らは、少し短くなりますので、手早く進めさせていただきたいと思います。  

今、お示ししている４つの表は、北九州市の地方別転入・転出状況です。これは社会増

減について、どの地方から北九州市に転入してきて、北九州市からどの地方に転出してき

ているのかを示したものです。 

日本においては、長らくの間、東京一極集中問題がいわれています。その東京を中心と

した関東地方と北九州の関係を見ますと、例えば、平成 29 年の１年間で、北九州市として

は 1,458 人の転出超過、つまりマイナスということになっております。 
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一方、この表を御覧いただくと、その関東地方、東京とのやりとりよりも、もっと深刻

な転出超過の状況があります。それは、福岡市を初めとする福岡県内の他市町村への転出

ということになります。福岡県内の、北九州市以外の市町村から北九州市への転入は、昨

年１年間で年間 9,828 人であったのに対し、北九州市からの転出は１万 1,731 人に上って

おりまして、マイナス 1,903 人という状況です。九州内のほかの県ですとか、あるいは山

口県からに関しましては、北九州市に転入してくる方のほうが多いという状況なのですが、

それを上回る形で、福岡市などへの転出超過が続いているという状況にあります。  

次のグラフですが、これは北九州市における年齢別の人口増減の比較です。配布資料は、

最終ページになります。これは、平成 22 年から平成 27 年の５年間で、各年齢層がどれだ

け増減したかというのを示しています。大きな特徴が２つあります。 

１つは、緑色で唯一、上向きになっている部分です。15 歳～19 歳の部分です。いわゆ

る、大学や専門学校に入学したり、中学や高校を卒業して就職をしたりする方々の世代に

おいては、北九州市では人口がプラスになっています。これは、北九州市内に、さまざま

な学校や職場があるということが、人口にプラスの影響を与えているということを示して

いるといえようかと思います。全国、ほとんどの市町村というのは、人口減に苦しんでい

るわけですが、多くの市町村においては、この 10 代の後半において、大幅に人口減少にな

っている。高校を出たところで、大幅に人口減になるという傾向が多いのですが、北九州

市では、ここが人口増になっているというのは非常に特徴的で、北九州の強みではないか

といえるかと思います。 

もう１つの特徴は、20 歳代を中心とした転出の超過でございます。学校を出て就職する

世代、あるいは就職して、しばらくたった 20 代後半の世代、ここで大きく人口減少となっ

ております。新卒者世代での人口減というのは、若者の就職希望先と、就職先がうまくか

み合っていない等の可能性がありますし、また、20 代後半の結婚、出産をする人がふえる

世代で、特に人口減が目立つというのは、居住環境が市民ニーズに合っていないとか、あ

るいは転職を考えた際に、受け入れ先が少なかったりする可能性があるといえようかと思

います。 

それでは、３つ目のグラフに移ります。これは、北九州市内の学校卒業者の地域別就職

先の調査結果ということになります。平成 29 年は、高校を出た方の 12.4％、1,281 人が北

九州市内で就職をしておられます。高校、短大卒では 34.5％、大卒では 16％となっていま

すが、この数値は進学者を含んだ数値です。高校生が高校を卒業するときに、進学する人

も就職する人も一緒にした比率ですので、就職者の中で、北九州市内にどれだけ就職して

いるのかというのを見たのが、右側に黄色く抜き出している部分です。 

高卒の就職者の 58.1％が北九州市内に就職しています。高専、短大卒は 46.4％、大学

卒は 20.8％が北九州市内の就職者比率となっておりまして、特に大学では県外に就職する

方が 55％以上に上っているというのが現状です。 

現在、北九州市と下関市の全大学が協力いたしまして、ＣＯＣ＋事業というものを展開

しております。大学生が地域に関心を持ったり、地域の企業のことをより知るという取り

組みを、地道に続けていかないといけないなと思っております。 

最後になります。北九州市の年齢別の人口構成の過去、現在、未来という、いわゆる人



 

13 

 

口ピラミッドです。左側から、昭和 40 年、真ん中が平成 27 年、右端が 2045 年ということ

で、青色が男性、赤色が女性を示していまして、ピラミッドの下側が０歳、上が 90 歳以上

というものになっております。 

左から、真ん中、右と順に見ていただきますと、人口そのものが減っていく。グラフが

細くなってきているということと、人口が多い層が、下からどんどん上にずれていってい

るという、まさに人口減少、少子高齢化というのが進展していって、特に若い世代の人口

減少が目立つというのが、非常に明らかと思います。 

こうした状況を踏まえて、どのような政策を講じていくのかが、北九州市の大きな課題

になっているのではないかと思います。こうした点について、次のパネルディスカッショ

ンにおいて、深掘りをしていきたいと考えております。 

私からの話題提供は、以上でございます。どうも、御清聴ありがとうございました。  

 

○司会（讃井）南教授、ありがとうございました。貴重なお話だったと思います。 

今、北九州は 95 万人を切ってしまいましたが、今からの若者を中心としたまちづくり、

そして、10 年後、20 年後の北九州を考えていくために、これからのまちづくりをみんなで

考えていく、今日のカフェトークはそんな場にしたいと思っております。  

今から、カフェトークの準備のために、少しお時間をいただきます。その間に、意見シ

ートというのが挟まっているかと思います。その意見シートに記入いただきまして、ディ

スカッションの後に御紹介させていただくか、もしくは、市議会議員全員に報告書として

配らせていただきます。そして、必ず市政に活用させていただきますので、よろしくお願

いいたします。今しばらくお待ちください。 
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パネルディスカッション 

「人口減少について」 

 

 

○パネリスト 

≪北九州市議会議員≫ 

       小倉北区  佐藤 栄作 

小倉北区  松岡裕一郎 

           門司区  奥村 直樹 

               戸畑区  荒川   徹 

≪北九州若者まちづくりサポーター≫ 

九州大学１年          木村 紗彩 

常磐高等学校３年        木元利早子 

九州国際大学付属高等学校２年  伊藤 尚希 

小倉高等学校１年        榎本 咲子 

 

○コーディネーター 

北九州市立大学地域戦略研究所教授  南  博  

 

 

○司会（宇都宮）お待たせいたしました。これより、本日のテーマでもあります、人口減

少についてと題しまして、パネルディスカッションを始めさせていただきます。 

まずは、コーディネーター及びパネリストの皆様を御紹介させていただきます。 

コーディネーターとして、先ほどの基調講演でも御講演していただきました、北九州市

立大学地域戦略研究所 南博教授。 

北九州市議会側のパネリストとして、佐藤栄作議員、松岡裕一郎議員、奥村直樹議員、

荒川徹議員。 

北九州の若者代表として、北九州若者まちづくりサポーターの、九州大学１年の木村紗

彩さん、常磐高等学校３年の木元利早子さん、九州国際大学付属高等学校２年の伊藤尚希

さん、小倉高等学校１年の榎本咲子さん。 

以上の皆様で、パネルディスカッションを行っていただきます。 

ここからの進行は、コーディネーターの南教授にお願いしたいと思います。それでは、

南教授、よろしくお願いいたします。 

○南教授 ありがとうございます。それでは、本日のパネルディスカッションですが、時

間も限られていますので、２つの議論、テーマに絞って、パネリストの方々から、それぞ

れ御発言いただきたいと思っております。 

１つ目が、人口減少及び高齢化の進展がもたらす課題について、もう一つが、北九州市

が目指すべき将来の方向性について、という２つのテーマについて取り組んでいきたいと

思っております。 
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それから、先ほど司会の方から御紹介がありましたけれども、会場でお配りしている資

料の中に意見シートが入っておりますので、ぜひ皆様の意見をお寄せいただければと思い

ます。いただいた御意見は、報告書にまとめて、全北九州市議会議員に配布するなど、議

会のほうで御対応されるということのようです。 

早速、１つ目の議論に入りたいと思います。人口減少及び高齢化の進展がもたらす課題

について、どのようなものが想定されるのか。まず、若者の皆さんから御意見を出してい

ただきまして、次に、それに対する市議会議員の見解を、１人３分くらいでお話をいただ

きたいと思っております。 

最初に木村さん、人口減少及び高齢化の進展がもたらす課題として、どのようなものが

想定されるとお考えなのか、お聞かせください。 

○木村さん 御来場の皆さん、こんにちは。この場をお借りして、若者の代表として、こ

のような機会を与えていただいたことに、とても感謝しています。今日は最後まで、よろ

しくお願いいたします。 

私からは、人口の減少、主に若年層の人口減少による、労働人口が減少したこと。それ

に伴う市政の税収の減少による、行政サービスの低下、また民間サービスの廃止というも

のを懸念しています。 

例えば、公共交通の縮小や廃止が行われた場合、人口減少によって、学生だったり若者

が減ってしまった。それによって、通勤、通学で利用する若者が減るということは、民間

事業者の収益が減ってしまって、公共交通が廃止されるということが考えられると思うの

です。 

しかし、高齢化が進んだ北九州市では、自家用車を利用できない高齢者が、公共交通を

利用するというのは大いに考えられることだと思います。そのバランスが取れなくなって、

若者は減っているけれども、お年寄りが困ってしまうという事象が起こってしまったりだ

とか、例えば生活に関わることでしたら、医療機関が人口減少に伴って閉鎖されたり、廃

止されたりしたことによって、医療機関に自由にかかれなくなるということが考えられま

す。高齢者が多くなることによって、医療費だったり、社会保障費がふえてしまうという

悪循環が起きてしまう。対応できないところがふえてしまうのではないかというのが、す

ごく懸念材料があると思っています。 

○南教授 ありがとうございます。それでは、木村さんからの問題提起に関しましては、

佐藤議員から、今の御意見を聞いていただきまして、賛成、反対、補足、どういったこと

でも構いませんので、議員の立場からの見解をお聞かせいただければと思います。 

○佐藤議員 自由民主党無所属の会の佐藤栄作でございます。今日は、どうぞよろしくお

願いいたします。 

１つ目のテーマですけれども、人口減少、高齢化の課題ということで、今、木村さんか

ら、いろいろと御意見を述べられたと思いますが、人口減少、高齢化の最大の課題は、私

は生産年齢人口比率の減少。生産年齢人口というと 14 歳～64 歳、いわゆる、所得を生み

出す年齢層が減少していくということが、人口減少、そして高齢化の進展に伴う最大の課

題であると思っております。北九州市もこの生産年齢人口が、今大きく減少しているとい

うことで、簡単に言えば、支える人よりも支えられる人のほうが多くなるということであ
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りますので、これをそのままにしておけば、やはり財政にも大きな影響があるのではない

かなと思っておりますので、そこについては、生産年齢人口の方々をふやしていくという

取り組みをしていかなければいけないのではないかなと思います。  

それと、北九州市は 100 万都市として機能するようにインフラの整備などを進めてきた

わけでありますけれども、現在、100 万人を下回る人口になってしまったわけであります。

ということは、市民一人当たりにかかる負担というのが大きくなっているということであ

りますので、やはり人口減少社会に適応した効率のよい、そして、コストのかからない、

そういう都市開発、都市経営をしていく必要があるのではないかということを考えます。

人口減少に合わせた最適化を、まちづくりとしてもやっていかないといけないと思ってお

ります。 

そもそもですが、人口が減ると本当に税収が減るのかと、あるいは、税収が減ると、本

当に自治体の経営は成り立たないのかというところを、一度考えていく必要があるのでは

ないかと思っています。 

人口が減っても、例えば、民間の企業さんが生産性を向上することで、そこで働く方々

の給与を上げることができれば、住民一人当たりの所得をふやすことにつながると考えま

す。そうなれば、人口が減っても税収が下がらないという可能性は十分にあるわけであり

ますので、今後は生産性の向上というところに力を入れていかなければならないと思いま

す。 

生産性向上に当たっては、例えば、ＡＩだったり、ロボットなどの先進技術を導入した

り、あるいは、テレワーク、在宅勤務といったものを促進したり、兼業、副業といったも

のも促進して、働き方改革というものをしっかりやっていくことで、生産性というものを

高めていくことは、私はできると思っております。 

すみません、少し長くなりますが、それとあわせて、歳出の見直しも当然やっていかな

ければなりませんので、行財政改革というものも、極めて重要になってまいります。歳出

の見直しは、効率のよい税金の使い方を進めるなどして、財政の均衡を図っていけば、持

続可能な財政を実現することは可能だと思っております。 

それと、行政サービスのあり方を見直していくことも大切だと思っています。例えば、

公共施設や公共空間には、たくさん空いているスペースがございます。こういったところ

に、民間のテナントや民間の事業を誘致して稼いでもらう。その収益を、例えば、公共施

設や空間の維持管理の一部として補っていくことで、これまでかかっていた行政コストを

減少させていくということは可能でありますので、そういったことをやっていく。これは、

民間のビジネスチャンスの拡大にもつながりますし、雇用の創出にもつながるものと思っ

ております。 

学校だったり、公共施設を合同して整理、あるいは、それを使用していく。今、北九州

市も公共施設マネジメントという形で、こういった行財政改革を進めております。こうい

うふうに、人口減少にたえられる自治体の経営をしていくことで、私は健全な財政という

ものを、次の世代に引き継いでいくことは可能だと考えています。以上です。  

○南教授 ありがとうございました。続きまして、木元さんのほうからお願いします。 

○木元さん 常磐高等学校からまいりました、木元利早子と申します。本日はよろしくお
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願いします。 

私からは、町内会、自治会の担い手が不足し、地域の歴史や伝統文化の継承が困難にな

るのではないかについて、少し考えを言わせていただきます。 

小倉南区の、私の住んでいる地域では、少し前まではイベントをたくさんしていて、に

ぎわっていたのですが、最近、引っ越しをされる方が多かったり、イベントに参加する方

が減少し、イベントも減ってしまいました。 

人口減少、また高齢化が進んでいくにつれて状況が悪化し、今残っているイベントも、

いずれなくなってしまうのではないかと考えました。以上です。 

○南教授 ありがとうございます。それでは、松岡議員から、今の木元さんの意見に対す

る見解をお願いします。 

○松岡議員 皆さん、こんにちは。公明党の松岡裕一郎でございます。 

今、ご質問をいただきました木元さんから、小倉南区の事例を挙げて、町内会や自治会

が行っていたイベントがだんだん減ってきて、高齢化に伴って、伝統文化といったものが

困難になるという趣旨のお話をいただきました。 

こういった自治会の担い手の不足や、文化継承が困難になるということは、まさに深刻

な問題であると、私も認識していますし、議会の委員会は６つに分かれるのですけれども、

そのうちの教育文化委員会も、今、このコミュニティのあり方ということで、まさにこの

自治会のあり方や文化のあり方といったものがテーマになっております。  

御指摘のように、自治会の加入率は、平成 18 年の 78％に比べると、現在 66％まで下が

っており、また高齢者の方が脱退するケースが非常にふえています。そして、若い人も自

治会に加入しない。また、引っ越して減少していく。こういったことも起こってきていま

す。一方、文化、歴史の、例えば小倉祇園ですけれども、山車の数が少なくなっていった

り、そういったことも起こっています。 

しかし、議会も行政も、こういったことにただ傍観するのではなくて、自治会加入促進

の取り組みであったり、脱退防止の事例集を各自治会に配ったり、あとはＰＲであったり

とか、マンション組合のほうへ自治会加入の促進をお願いしたりしています。 

また、今年度から北九州市のホームページに、自治会加入のポータルサイトが立ち上が

っていて、単身世帯で、どこに行って自治会に加入したらいいか分からないという方に向

けて、そのポータルサイトを開いて、自分の個人情報を入力すると、自治会に加入できる

という、こういった容易に加入できることを対策として取り組んでいます。  

まだまだ、これはＰＲができておりませんで、直近のデータでは 2,000 件のアクセスと、

自治会に加入した例は 15 件しかないということで、非常にこれはブラッシュアップであっ

たりとか、ＰＲが必要だなと。皆さん、ここにお集まりの方で、もし、地域の方で自治会

に加入していない方に、こうやってポータルサイトから自治会に加入できるんですよとＰ

Ｒしていただければと思いますし、広げていただきたいと思います。これに対しては、行

政も議会も全力で取り組んでいきたいと思っております。 

また、文化の点においても、北九州市は本年、文化庁から、東アジア文化都市というこ

とで選定を受け、2020 年のオリンピックイヤーに、日本と中国と韓国の３カ国の文化の大

臣会合が北九州市で行われて、その柱の一つに伝統文化が挙がっております。こういった
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伝統文化に、光を当てながら、しっかり議会としても、また北九州市としても取り組んで

いきたいと思います。 

私自身もそうですが、まず身近なところから、ここにお集まりの一人一人が自治会の加

入であったり、ＰＲをしていただいて、未加入の方は加入していただく。また、友人、知

人にも自治会って本当にすばらしいところだよと、また、文化、芸能、祭りはいいんだよ

というのを広げていただきたいと思います。 

身近な例で、私が住んでいる小倉北区の中島校区ですけれども、小倉祇園太鼓を見て感

動した神戸の 50 代の方が、小倉祇園太鼓をたたきたいがゆえに、夫婦で北九州市の中島校

区に移り住んでいただくということも、私の校区の中で起こってきていたり、単身の女性

が、こんな自治会楽しそうだということで入って、生き生きと活動している姿があります。 

ですから、大きな施策も大事ですけれども、一人一人が身近に、友人に、また地域の方

に、また親戚に語っていくことが、この自治会の加入や伝統文化の担い手の継承につなが

っていくのではないかと思っております。私自身もそういう気持ちで、全力で取り組んで

いきますので、皆さんもよろしくお願いします。以上です。 

○南教授 どうもありがとうございました。続きまして、伊藤さんのほうからお願いしま

す。 

○伊藤さん 御紹介賜りました、九州国際大学付属高等学校の伊藤尚希と申します。よろ

しくお願いします。 

私は以前、地域批評本である、これでいいのか福岡県北九州市という本を読みました。

こちらに取り上げられていた内容について、お伺いしたいと思います。  

とある統計結果によりますと、北九州市から、主に福岡市や東京都に移り住んだ方で、

若者が特に多いとのことでした。なぜ北九州市から福岡市や東京都といった、ほかの大都

市に移住してしまうのでしょうか。それは都会的なイメージからの憧れなのでしょうか。

よろしくお願いします。 

○南教授 ありがとうございます。次は奥村議員から、ただいまの伊藤さんの意見に対す

る見解をお願いします。 

○奥村議員 御意見ありがとうございました。北九州市から福岡市や東京、大都市圏域に

移住する方が一番多いということで、それが問題、それは議会でもよく出てくる話題であ

ります。 

まず考えていただきたいのは、北九州市だけがそういう状況なのかというのが一つ。北

九州市だけが、ほかに比べて確実にそうであれば、それはそれで一つ原因を探っていかな

ければいけないのですが、恐らく、これはどの都市でも同じことがいえるというのが、１

点前提としてあると思います。 

ただ、北九州は、例えば全自治体の中で人口減少数が第１位ということで注目を受ける

わけですけれども、私も実は、伊藤君と同じ九州国際大学付属高校を出ているわけですけ

れども、高校を出てから東京に行ったのです。その時は、あまり明確な目標とかあったわ

けではなかったのですけれども、何となく東京に行けば何かあるのではないかという、正

直ぼやっとしたイメージで行きました。 

先ほど南先生の話にもありましたが、特に人口レースの大きな問題となる一つの世代は、
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20 代後半という話があったと思うのです。その 20 代後半の方が、東京や福岡に行く場合

と、高校を出て行く場合では、少しイメージが違うと思っていて、何となく夢を追いかけ

てとか、何かあるのではないかと思っていく場合と、20 代後半になって行く理由の一番は

北九州に仕事がない。先ほど言った、転職先がないとか、就職先がないというのが大きな

問題だと思います。当然、仕事があると思われる福岡や東京へ出て行くという、やはりこ

れが課題ではないかなと。例えば、イメージが悪い。北九州市のイメージは、確かにいい

とはいえないかもしれませんけれども、住んでいれば、多分今日、来られている皆様も、

北九州はそんなに悪くないよと思っているはずなのです。だから、イメージが悪いから出

て行くわけではないでしょうが、恐らく一番課題のところは、出て行きたくないけれど出

て行っている。 

こういう人たちをいかにとどめるのかという大きな課題は、この仕事、雇用のところで

はないかなと思います。雇用のところも、これも先ほど出ましたけれども、非常に大きな

課題だと、私も最近、大学生や高校生と話していて思うのは、仕事に対するイメージのミ

スマッチというか、こういう仕事をしたい、こういう大人になりたいというのと、実際に

働いてみるイメージがあまりにも違うのではないかなと。 

北九州の場合は、御存じのように製造業が非常に多いとか、あるいは高齢者が多いので、

介護の仕事が非常に多いのですけれども、そういった業界では人が足りない、人が足りな

いと言っている中で、若い方々は自分に合う、求める仕事がないと出ていってしまってい

る。ここの結びつけが必要なのではないかなと。 

先ほど、佐藤議員がおっしゃっていましたけれども、これからＡＩとか、ロボット、Ｉ

Ｔが進んでいくと、恐らく、そういうミスマッチを埋めていくこともできてくるのではな

いかと思っています。そうすると、北九州でまた新しい仕事が創造されたりとか、つきた

い仕事につけるということを、これからつくっていかなければいけないのではないかと思

っています。先ほど言った書籍も、非常に悔しい思いを、私も他の議員もしているわけで

ございますけれども、イメージアップも大切だと思いますし、実際に移り住んでいく理由、

なぜ出て行くのかということを、もっともっと調査をしていくべきと思っています。  

実際、アンケートを見ると、50 歳から住みたいまちで１番になったり、子育てしやすい

まちのランキングでも１位になったりしているわけですが、それが今、若い世代には響い

ていないのがあると思うので、そこで若い世代の求める理想というものと、後はこのまち

の魅力を、私たち大人が、もっと若い人たちに伝えていかなければいけないのではないか

なと思っています。 

具体的な課題は、多分、この次の議論２のほうになると思いますので、また、引き続き

議論させていただければと思います。終わります。 

○南教授 ありがとうございました。次に榎本さんからお願いします。 

○榎本さん 小倉高等学校１年の榎本咲子です。よろしくお願いします。 

私が考える課題としては、現在、北九州市の福祉、医療費は年々増加していますが、高

齢化や人口減少が進み、歳入も減少傾向にある中でのこの増加は課題だと捉えました。  

また、若年層の人口減少に伴う働き手の減少によって、生産性の低下を引き起こすこと

も課題であると考えました。以上です。 
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○南教授 ありがとうございます。それでは、荒川議員に、ただいまの榎本さんの意見に

対する見解をお願いしたいと思います。 

○荒川議員 日本共産党の荒川徹でございます。どうぞよろしくお願いいたします。  

榎本さん、意見発表ありがとうございました。 

私は、人口減少及び高齢化の進展がもたらす課題についてという、第１のテーマについ

て考える際に、まず基本的なところで認識を一致させる必要があるのではないかと思って

おります。 

それは、高齢化が進むということについては、後ろ向きに捉えられる傾向があるのでは

ないかと。そうなると、やはり高齢者にとって、非常に肩身が狭い思いをさせられる、そ

ういう場面が、今あるのではないかと思うのです。 

それで、憲法に基づいてつくられております老人福祉法では、高齢者は長年にわたり、

家族と社会のために尽くしてきた人たちであると。そして、社会の進展に寄与してきた者、

豊富な知識と経験を有する者ということで、敬愛されるとともに生きがいを持って、健全

な、安らかな生活を保障されるものであると規定されているわけです。  

そういう点から見ますと、今、私たちのところにもさまざまな声が寄せられていますが、

例えば、医療や介護の負担が非常に重たいと。あるいは、年金制度で生活できない、非常

に貧弱なものであると。また、障害者の施策についても、いろいろな課題があるというこ

とを常々聞くわけですが、そういう点では、今、北九州市は人口の高齢化率 30％を超えて

いると。先ほど、人口が 95 万人を切ったということでしたけれども、いわゆる約 27 万人

の方が 65 歳以上で、全体の３割を超える市民の皆さんの声をしっかり受けとめて、市政を

やっていくということが重要ではないかと思うのです。 

それで、これは市だけではできない、国の制度に関わる問題もありますので、行政も、

我々市議会としても、制度の改善や充実について、国に大いに意見を上げていくことが必

要だと思いますし、それは我々の本当に重要な仕事だと思っております。  

高齢化社会対策をもっとやってほしいという声は、今年も皆さんから市に出されている

要望の第１位なのです。６年連続して第１位という状況ですから、３割を超える市民の皆

さんの、この切実な声にどう応えるかというのがこれからの課題であると思います。  

一つは、先ほど社会保障費の増大という、これはまた現実問題ですが、日ごろの健康の

維持に向けたさまざまな取り組み、病気の予防や早期発見、それから、健康寿命というの

が今、話題になっておりますけれども、健康寿命の延伸とか介護予防、そういう中で、ボ

ランティア活動への参加を含めた一人一人が生きがいを持って、日々の生活を送っていけ

るような、そういう対策を本当にやっていくことが大切ではないかと思っております。 

そういう点で、今、榎本さんから出されたような、生産性の低下という問題についても、

今、元気な高齢者の方がたくさんいらっしゃいます。日本の、いわゆる財界の中心であり

ます日本経団連の会長が、今月の会見で、マクロの観点から見れば働く意欲があり、さま

ざまな対応が可能で、実際、新しいことにも取り組んでいる高齢者が従来よりふえている

という、そういう受けとめ方をしておりますので、やはり官民を挙げて、そういう皆さん

が、本当にしっかり自分の技術や生きがいを持って過ごしていける環境づくりというのは、

非常に大事だと思います。 
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少し長くなりましたけれども、以上であります。ありがとうございました。  

○南教授 ありがとうございました。今、４人の若者、４人の市議会議員の方から、さま

ざまな課題があるということとあわせて、その課題に関しても、いろいろな視点があるの

だなということをお話しいただいて、それが改めて明らかになったのかなと思います。  

２つ目の議論に入っていきたいと思います。 

北九州市が目指すべき将来の方向性についてということです。今、１つ目のテーマで、

人口減少と高齢化がもたらすさまざまな課題が挙げられたわけですけれども、その影響を

できるだけ小さく抑えるといったこととか、あるいは、まちの活力を維持するということ

に関して何が必要かということ。更に、北九州市が目指すべき将来の方向性について、パ

ネリストの方々から具体的な方策ですとか、考え方等についてお聞きしていきたいと思い

ます。 

では、この議論の２つ目についても、まず木村さんからお願いします。 

○木村さん よろしくお願いします。私が北九州の目指すべき未来と考えているのは、福

岡市と北九州市は近いけれども、若者的な人気といえば、やはり福岡市のほうが高いよう

に、私は大学が九州大学の伊都キャンパスなので、福岡市に通っていて、とても感じると

ころがあります。 

では、福岡市と北九州市は、それぞれよさはあると思うのですが、その中でも若者に北

九州にとどまってもらうためにはどうすればいいかというものが考えられたら、すごく北

九州市にとって有益なことではないかなと思っているのですが、北九州市は、昨年、住み

たい田舎ベストランキングで１位になったことも、皆さんの印象が強いのではないかと思

うのですが、でも、その１位になった裏側というのは、老年人口、若い世代ではない、お

年寄りの方々の人気が１位だった。そして、総合部門で１位だったということで、結局、

若者からは人気がなかったというのが読み取れると思うのです。 

でも、世帯を持っている方々に人気があるということは、若者が家族を持って、どこで

仕事をしようか、家族を持ってどこで住もうかと考えたときに、働いている世代の方々に

人気があって１位になったということは、北九州がいいのではないかと、選んでもらえる

魅力がきっとあるはずだと思うのです。 

それで、福岡市とどう争うかというのを考えるのは、私は重要ではないと考えていて、

福岡市は福岡市で、福岡県の中ではトップのまちだと思っているのですが、それとどう争

うかではなく、福岡市とは違う魅力をどう打ち出していくかが、北九州市は大事だと思っ

ています。 

北九州の議員の皆様も多分、頑張っていらっしゃると思うのですが、例えば福岡市だと、

スタートアップのまちだよねとか、○○なまち、若者にインスタ映えするところがいっぱ

いあるまちだよねと、全国の方に聞いても、すぐ答えていただけると思っていて、私も実

際に、九州大学の起業部というところでスタートアップをやっているのですが、そのかい

わいでもすごく学生が多くて、18 歳、19 歳、20 歳の若者と一緒に活動できる場面がすご

く多いのです。 

一方で、私が北九州市から学校に通っていて思うことは、やはり、若者が何かをしよう

という、その活力が福岡市に比べて少ないのではないかと思っています。  
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北九州市でも、○○なまちだよねというふうに、若者が、ああ、こういうまちなんだ、

北九州、いいところだなと、一言で気づけるような印象づけが、まず大事なのではないか

なというのが一つ。では、それをどうやっていけばいいかということを考えると、やはり

若者は、福岡市だったり、東京、大阪にすごく目を向けがちで、老年人口はふえていくけ

れども、若者の人口は減っていくというのが問題で、先ほど佐藤議員も１つ目の回答で、

ＡＩを取り入れたらいいのではないかとお話をされていたのですが、私はそこで一つ疑問

があって、本当に高齢人口がふえていく中で、ＡＩを導入したときに活用できるのか、議

論の余地があると思っています。 

例えば、今、アマゾンとかがＡＩを導入して、宅急便ではなく、ドローンを使って配達

しようとしていると思うのですが、それだったら、高齢者の私のおばあちゃんとかおじい

ちゃんの世代の人たちは、それで本当に豊かな生活ができるかというと、私は違うかなと

思っています。 

では、それを本当に、どううまく解決していくかと考えたときに、私もそこに議論の余

地があると思うのですが、移民の受け入れを議論していくこともいいのではないかなと思

っています。もちろん、移民という言葉を聞くと賛否両論あると思いますし、メリットだ

けではなくて、デメリットのほうが大きいこともあると思います。私も、一概に賛成とは

言えない立場ですが。しかも、北九州市はＳＤＧｓ、国連が定めている持続可能な開発目

標を推進している都市であるので、もし、海外の若い世代を働き手として導入するならば、

それを議論するならば、どういう条件にすると議論の余地があるのか、どういう条件をつ

けるなら、議会として導入を考えられるのかというものをお伺いしたいなと思っています。 

参考として、台湾の事例をお話しさせていただきたいと思います。  

皆さん御存じだと思うのですが、台湾は独自の移民の受け入れ方式をとっていて、産業

も経済も地理ともに、日本と大体同じなのです。島国というのも一緒です。でも、台湾は

すごく若者が減っていて、高齢者の方がすごく多いのですが、移民といったら少し語弊が

あるかもしれないけれども、海外からの労働力を入れることによって、高齢者の介護だっ

たり医療サービスに、大体、高齢者１人に対して、確かではないのですが、２～３人の働

き手がいるといわれています。そうすることによって、台湾はすごく、若者は自分のした

い仕事をしようと。そして、経済を回していこうと。それで、今まで働いてもらった高齢

者の方々には、そういうケアをしていこうと分担をしている社会だと思っています。  

でも、移民の受け入れには、歴史的背景もすごく考慮しないといけない部分があるので、

もし、ＳＤＧｓを推進している北九州市が移民のことを議論するならば、どういう条件を

つけて議論していって、どういう条件であればやっていくことができるのかという、議会

側の御意見をいただきたいなと思っています。よろしくお願いします。  

○南教授 ありがとうございます。それでは佐藤議員に、ただいまの木村さんの考え方に

対する議員としてのお考えですとか、アドバイスなどがあれば、お聞かせいただければと

思います。 

○佐藤議員 ありがとうございました。今、いろいろと御意見をいただきました。  

その前に、先ほどの財政的な問題について少し補足させていただきたいのですけれども、

先ほどは生産性の向上とか、行財政改革で歳出を見直していく、都市の最適化を図ってい
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く、そういう税の使い方についてのお話をさせていただきましたけれども、やはり健全な

財政というものをつくっていくには、一方で税収をふやしていくということが重要かなと

思っております。そのためにも、例えばインバウンドの促進をして、交流人口をふやして、

外からたくさん人に来てもらって、この北九州でたくさんお金を使ってもらう。そういう

消費を拡大する。または、税収をふやしていく、そういった取り組みも北九州市はやって

いかないといけないし、今、力を入れているところであります。 

そういうことをやっていくことで、生産性を高めて、稼ぎを拡大することで、かつ、都

市経営にかかるコストを下げることができれば、人口減少においても、健全な都市という

ものを維持できるわけであります。 

何を言いたいかといいますと、要するに自治体の人口が多ければ多いほどいいというも

のではないということです。一方で、人口の構成については極めて重要で、先ほど木村さ

んからもありました、若い世代が北九州には少ないのではないかということがありました

ので、やはり、その所得を生み出す生産年齢人口である若い世代、こういった方々に、北

九州でしっかりと仕事をしていただいて、定住をしてもらう、それを誘導する政策は必要

だというふうに思います。 

例えば、大学や学部を充実させて、若くて優秀な人材を北九州に集めてくる。あるいは、

最近の若い方々ですけれども、職住近接といって、職場と住んでいるところの距離が近い

ところを好む。１時間も２時間も職場に行くために通勤時間がかかるような、そういう暮

らし方、働き方ではなくて、住んでいるところと職場が近いと。自転車だったり、歩いて

行ける、そういう職住近接というライフスタイルを好む若い方々がおられますので、そう

いった若い世代にターゲットを絞って、北九州もやっていかなければいけないと思ってい

ます。 

それと、先ほど移民のお話がありました。近年、本当にさまざまな業種で人手不足が問

題になっていまして、労働人口の問題があります。北九州も、それは本当に大きな課題と

して捉えておりまして、地元企業さんも本当に人手不足等で悩んでおられます。ただ、移

民については、これは国民的なコンセンサスが必要になってくると思います。イギリスの

ＥＵの離脱だったり、世界中でこの移民に関して、大きな問題になっているところがあり

ます。一方で、国も今、移民の問題については、国会で議論をしているということであり

ますので、移民については、今後は国の議論を待っていく必要があるのではないかなと思

います。 

だからといって、北九州は何もしなくてもいいのかというわけではないと思います。実

は今、北九州市は海外からの留学生が非常にふえております。ただ、残念なのが、その留

学生の多くが、仕事をする際に市外、県外に出て行ってしまっているという状況があるわ

けであります。こうした留学生の方々に、ぜひ、北九州で働いてもらって、定着をしても

らう。それを誘導する政策をしっかりと打っていかなければならないと思っていますし、

北九州市は今年度、新規で予算もつけまして、こうした留学生に対する就職の支援であっ

たり、生活の支援、さまざまな支援をするように、投資をするように決めておりますので、

移民とは言いませんけれども、海外からの留学生にしっかりと活躍をしてもらえる、そん

な環境を北九州は、今後つくっていかなければならないと思っております。  
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多様性のある都市というのは、都市の魅力につながると思っていますので、今後もこう

した多様性のある北九州を目指していかなければならないと思っています。  

最後に、○○なまち北九州ということで、何か印象づけが必要ではないかという御質問

だったのですけれども、確かに、それはそのとおりだと思います。  

今、北九州市は新しい産業をつくり出そうと努力をしています。その一つが、若松の響

灘での洋上風力発電、これはもう、国内で自然エネルギーの一大産業拠点です。こうした

新しい産業に今、力を入れております。また、ＭＲＪ、少し先行きがどうなるか分かりま

せんけれども、今、三菱がやっている航空機産業、それに関連する産業を北九州は集積さ

せていこうということも考えております。 

もう一つはビッグデータ。昨年、北九州市議会は、官民データ活用推進基本条例という

条例を制定しました。これは、ビッグデータを活用して、効率のよい行政であったり、市

民サービスを向上させていこう、そして、新しいビジネスをつくっていこうというもので

あります。北九州市として、今後、こうしたデータに関するベンチャーの育成だったり、

データサイエンスと呼ばれる、データを分析する仕事、こういう専門的な分野の人材育成

といったことも、北九州は力を入れていく必要があると思っています。 

福岡とまた違う形かもしれませんけれども、北九州市もこうした新しい産業を新たにつ

くっていくことで、印象づけはどうか分かりませんけれども、もう一度、世界に冠たる北

九州というものを示すことができると思っていますので、これはピンチではなくチャンス

でありますので、前向きにこうしたことを一つ一つやっていきたいと思っています。  

○南教授 ありがとうございます。それでは、木元さんのほうからお願いします。 

○木元さん 私は以前、志望している進学先で模擬授業を受ける機会がありまして、公共

交通機関の利便性について議論しました。利便性を考えたときに、料金が少し高く、利用

しにくいという話が多く出ました。 

そこで、海外の中心地では、都市巡回バスという、郊外から中心地へ無料で移動できる

という便利なバスがあると聞きました。無料にするには税金がたくさんかかりますし、市

民の理解も得られなければ、するにしても難しいという話はあったのですが、本市でも導

入できれば、便利になるのではないかと考えました。 

○南教授 ありがとうございます。それでは、松岡議員から、ただいまの木元さんの御提

案に対して、コメント等をお願いします。 

○松岡議員 木元さん、ありがとうございます。先ほどの自治会の加入であったり、伝統

文化の継承であったり、やはり義務ではないから議会も行政も悩んでおり、地道なところ

で、皆さん広げてくださいというところなのですが、これが確実でもありますし、行政も

全力で、議会も全力で頑張っていますので、そこの点は補足させていただきたいと思いま

す。 

２番目の公共交通の利便性について、ことしの 12 月から来年の２月末まで、小倉都心

部巡回バスというのを実証実験で走らせます。これはニュースでありまして、西鉄バス北

九州と北九州市と受託事業者が観光庁の事業にのって、これを走らせることになります。

ＪＲ小倉駅、アミュプラザ、チャチャタウン、リバーウォークもあります。そして、黄金

町、ＴＯＴＯミュージアム、小倉城です。こういうところを巡回させるバスを、１時間に
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２本走らせることを予定しております。また、料金は無料がいいのですけれども、100 円

程度になるかもしれません。まだ値段は出ていないのですけれども、観光庁の事業予算か

ら出ることになっています。 

この実証実験で、事業可能性があると西鉄バスさんが思えば、これがずっと続くという

ことになっております。観光客のみならず、一般市民でも利用可能ということですので、

ここにいる方、ぜひこれを利用していただいて、ぜひ事業化の方向にかじを取って。何し

ろ、先ほど木元さんからも御指摘があったように、財源、市民の理解も必要です。市民の

税金をどうするか。こういったことにもなりますので、ぜひ皆さん、御協力をお願いした

いと思います。議会としても、財源獲得のために、努力を全力で尽くしてまいりたいと思

っております。 

○南教授 どうもありがとうございます。続きまして、伊藤さんお願いします。  

○伊藤さん よろしくお願いします。先ほど、奥村議員がおっしゃったように、北九州市

はやはり、雇用の問題、特に、若者が就職しやすい企業や大学が少ないというのが、なん

となく分かりました。 

そこで、例えば、若者が就職しやすい、したい企業や大学の誘致を行えば、人口流失の

防止、はたまた、若者の人口増加が期待できると、私は考えました。そこで、東京や福岡

市のような、若者が実際に考える、住みやすいという環境を整えるための策、及びその情

報の発信を行っていくことが必要だと考えました。 

そのためのこれらの事業は、現在、市議会で特に議論は行われているのでしょうか。  

○南教授 奥村議員、ただいまの伊藤さんの考えに対するコメントをお願します。 

○奥村議員 雇用につきまして、御提案いただいたのは、若者が就職したい企業などを誘

致してはどうだろうということでした。 

私は今、小中高・高専の学校に出向いて、キャリア教育というのに参加しているのです

けれども、その中で子供たちと話していて思うのは、例えば、大学生になれば、何の職で

はなくて、だんだん企業名が出てくるわけですけれども、どうしても有名企業が当然ずら

っと出てきます。それをもってくるというのが現実的かというと、それはなかなか難しい。

議会と行政が今、一生懸命頑張っているのは、地元の中小企業とのマッチングということ

で、要は、みんなは知らないかもしれないけれども、こんなに素晴らしい企業が地元にあ

るのだよということをやっています。しかし、なかなか、そこがまだまだ結びついていな

いのかなというのが一つあります。 

それと、この職につきたい、何になりたいと、みんな思うのですけれども、これからの

時代というのは、多分、何の職とかではなくて、何をするかというのが決まっていないと、

結局３年でやめてしまったりとかいうのがすごく多いのも問題です。時代が時代で、先ほ

どから出ているように、ＡＩとかＩＴが進化していけばいくほど、恐らく、１つの仕事に

一生つくというのが、なかなかできない時代が来るかもしれないということを考えたとき

に、やはりキャリアに対する考え方とか、働くという、何とか屋さんとか、何とか業では

なくて、何のために働くのかみたいなところから、若いうちに考えていくということも重

要ではないかと、私は思っています。 

働くということとか、ここで仕事をするというのはどういうことだという現実的なこと、
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仕事の中身の具体的なことが分かれば、多分、視野が広がって、地元の企業をもう一回見

直してくれるのではないかと私は思いますし、そういうのがないままに就職活動に突入し

てしまうと、どうしてもイメージで入ってしまうのではないか。都市の北九州市のイメー

ジアップも必要ですけれども、今言った、仕事とか企業とかのイメージも一緒に上げてい

くことが、すごく重要なのではないかなと思います。企業を引っ張ってくるのも一つです

が、そこをほかの都市と競争して引っ張りあうというよりも、今このまちにあるものをど

う生かしていくかという形をうまくできたら、私はいいのではないかなと思っています。  

○南教授 どうもありがとうございます。それでは、榎本さんのほうからお願いします。 

○榎本さん よろしくお願いします。北九州市の活力を維持するために必要なこととして、

政令市の中で、高齢化率が北九州市は最も高いということに目をつけて、先ほど荒川議員

がおっしゃったように、元気な高齢者が働く場所をふやすことが必要ではないかと思いま

す。 

また、北九州市は他県、他地域に比べて、比較的、地震などの自然災害が起こりにくい

という立地を利用して、企業の誘致を促進することも一つの手だと考えました。 

また、全体的に、課題を課題として捉えないような社会づくりが必要だと考えます。 

○南教授 ありがとうございます。それでは荒川議員、ただいまの榎本さんの考えに対す

るコメントをお願いします。 

○荒川議員 榎本さん、ありがとうございました。私も、榎本さんがおっしゃった意見は、

とても大事なことだと思います。 

高齢者がたくさんいらっしゃるということをプラス思考で、これをむしろ大いに売り込

んでいこうというか、それを生かしたまちづくりを進めていこうということは、非常に大

事な考えではないかと思います。 

先ほど紹介しましたように、老人福祉法では、豊富な知識と経験を有する者ということ

ですから、しかも、企業も、財界のいわゆる経団連の会長さんも、働く意欲があり、さま

ざまな対応が可能で、実際、新しいことに取り組んでいる高齢者が従来よりふえていると、

そうした高齢者に働く機会を提供できるように、環境を万全に整えていくことは重要であ

るとおっしゃっているわけです。 

企業サイドでそういう努力をしていただくということとあわせて、行政としても、シル

バー人材センターの取り組みを更に強化するとか、いわゆる高齢者の就労の場の確保のた

めに、さまざまな活動をしている団体に対する市の支援を行っていくとか、そういう取り

組みが必要ではないかと思います。 

そういう点で、高齢者が多いまちということを、むしろプラスに捉えて、このまちに住

んでいらっしゃる方が安心して生活できる、生きがいを持って生活できるまちづくりを進

めていくことが必要ではないかと、今の榎本さんの意見をお伺いして考えたところであり

ます。 

○南教授 ありがとうございます。今、２つのテーマについて議論をしてまいりました。

若者の皆さんが、本当に、しっかりと北九州の課題ですとか、今後こうあるべきというこ

とを考えておられますし、また、市議会でもさまざまな検討が行われている、あるいは、

議員お一人お一人が、さまざまなアイデアを持っておられるということがうかがい知れた
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のではないかと思います。 

今、２つのテーマについて議論をしてきたところですけれども、これまでの議論を踏ま

えて、各パネリストの皆様から追加の御意見とか、それぞれのお話を聞いていただいての

感想などを、１人２分くらいで、まず若者の方から４人お話をいただいて、次に市議会議

員の方から４人お話をいただければと思っています。では、木村さんからお願いします。  

○木村さん 先生方、ありがとうございました。今回の議論で一つ感じたのは、まず１つ

目の議論、私が話をさせていただいたことですけれども、労働人口の減少に伴って、税収

が減少してしまうというので、佐藤議員は、それだけでは減少しないのではないか、とい

う御意見をいただいたのですが、それに伴って、もう少しお聞きしたかったのが、先ほど

も言いましたとおり、公共交通の撤退や縮小が行われるのではないかという懸念について

です。 

先ほど、松岡議員から、巡回バスが走るということもニュースとしてお伝えしていただ

いたのですが、それが今後、労働人口が減少して、税収が一概に減るとは言いませんけれ

ども、そういう立ち行かなくなったときに、果たしてそれが続くのかどうかという、佐藤

議員の個人的な見解で大丈夫ですので、聞かせていただければと思います。  

○佐藤議員 木村さん、ありがとうございます。今、交通インフラの話をされたと思うの

ですけれども、一義的には民間の事業でありますので、民間の事業者の考え方というのが

優先されるのだろうと思いますが、過疎地だったりとか、山の上にあって、買い物に非常

に難儀をしているという方々に関しては、やはり税金を投入して、今、北九州市は、おで

かけ交通という制度もありますので、そういったところで公民が連携しながら、互いにフ

ォローしていく必要があるのではないかなと思います。 

あわせて、これは民間の話になりますけれども、北九州市は市営バスがまだ走っていま

すので、そこの分野においても有効なのかなと、アイデアとしてあるのですが、貨客混載、

要するにお客さんと荷物を同じバスで運ぶことで生産性を高めるという取り組みも今、各

地で少しずつですけれども、出てきておりますので、そうやって、何とかして生産性を高

めながら、市民生活に必要なニーズに応えられるようにやっていくしかないのかなと思っ

ています。 

○南教授 ありがとうございます。次に木元さんお願いします。 

○木元さん 私からは、感想みたいな感じになるのですけれども、先ほど教えていただい

た小倉巡回バスが、これからも持続すればいいなと思ったのと、先ほど話ができなかった

のですけれども、ドイツでは、バスやモノレール、ＪＲがそれぞれお金がかからずに、１

本でつながっていて便利という話も聞きました。無駄にお金がかからずに済むから、それ

もこちらのほうで導入できたらいいのではないかなと思いました。  

○南教授 ありがとうございます。恐らく、また松岡先生のほうで、もし、今のことに対

するお答えがあれば、また後ほどお話をいただければと思います。 

それでは、次に伊藤さんお願いします。 

○伊藤さん 自分も同じ感想みたいな形になるのですけれども、先ほど奥村議員がおっし

ゃった、北九州市にある中小企業の魅力の発信というのが大事だと思いました。私個人の

感想なのですけれども、北九州といったら、例えば、安川電機さんやＴＯＴＯさんといっ
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た大企業が目立つと思います。それだけに限らず、北九州市はこんなにすばらしい中小企

業があるのだよと。この中小企業がいるからこそ、北九州の産業は成り立っているのだよ

という情報発信が大事だと思いました。 

○南教授 ありがとうございます。それでは、榎本さんお願いします。 

○榎本さん 私も感想のような形になるのですが、私は今まで、高齢化にマイナスなイメ

ージを持っていて、高齢化が進むと生産性の低下や働き手の減少につながると考えていた

のですが、荒川議員がおっしゃったように、元気な高齢の方々も多くいらっしゃるので、

そのような高齢の方々と若者とが、一体となるまちづくりを行っていけたらいいなと思い

ました。 

○南教授 ありがとうございます。次に佐藤議員からお願いします。先ほどのでよろしい

ですか。全体を通しての感想がもしありましたら。 

○佐藤議員 感想というか、もう一つ言いたかったのが、先ほども木村さんから質問があ

って、北九州はなかなか若い人の活力がという話があって、確かに、北九州市はもっと若

い世代に刺さるような、そういう産業とか取り組みをやっていかないといけないのではな

いかと思ったのです。 

今、いろいろな人の、生活するスタイルというのは、本当に多様化しています。人々が

生活するに当たって、例えば、余暇の過ごし方とか、趣味だったりとか、遊びとか、いろ

いろあると思うのですけれども、そういった趣味だったり、遊びに特化した商品とかサー

ビスをつくっていく。いわゆる、ライフスタイル産業みたいなものを北九州でつくってい

けたらなと。北九州は本当に、海とか山とか川とか、都心から少し行けば大自然があるの

で、こういう新しいライフスタイルに特化した産業というのをつくっていく。そういうこ

とで、若い世代に刺さるようなまちをつくっていきたいなと思いました。 

○南教授 ありがとうございます。それでは、松岡議員お願いします。 

○松岡議員 木元さんから、さまざま御指摘いただいた課題、また交流人口、また観光地

としての北九州ということで、公共交通政策ということで御提案いただきました。やはり

財源をどう確保していくか。ここが重要な課題であると思います。  

福岡市、福岡県が今、宿泊税とか検討していますけれども、まだ結論が出ていませんが、

ここまでしていいのかという論議もあります。北九州市は今、そこまでしておらず、着実

にインバウンドも観光客もふえていますので、これをどう経済効果につなげていくか。ま

ず、ここが先だと思っていますし、交流人口がふえることによって、若い人が北九州に住

んでもらいたい、住みたいというまちをどうするかという、ここに全力を挙げていきたい

と思っています。また議会としても、私としても頑張っていきたいと思っていますので、

よろしくお願いします。 

○南教授 どうもありがとうございます。それでは、奥村議員お願いします。  

○奥村議員 今日は、本当にありがとうございました。私は、自分自身への戒めも込めて、

皆さんにお願いというか、お話をしたいのは、今日聞いていて思ったのが、人口減少とい

う考え方にしても、仕事だったり高齢化、いろいろなことが結構、固定観念とか先入観が

すごく強いなと感じました。 

前もそういう話をしたことがあるのですが、恐らく、今日出てこられたのは優秀な皆さ
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んでございますから、たくさん勉強もされていると思うのですけれども、教科書だったり、

新聞だったり、ネットだったりというところに書いてあることを、いったん吸収したらそ

れをうのみにせずに疑ってほしいなと。先ほど佐藤議員がおっしゃったように、人口減少

が本当に問題なのかと。高齢化するのが問題なのかと、荒川議員がおっしゃっていました

けれども、そのようなことをぜひ、もっと疑ってほしいなと思います。  

高齢者とＩＣＴのこと、木村さんがおっしゃっていましたけれども、私はこれからの社

会、やはり買い物とか交通のことに関しては、ＩＣＴとかＡＩというのは非常に相性がい

いものだと思っていまして、そこら辺も独自の目線で疑って、若者の皆さんのアイデアを

いただきたいなと、議会としても思うところであります。 

もう一つ言いたいのは、自分は自分というか、学校とかで教わると思うのですけれども、

人は人、自分は自分というのですけれども、意外とこのまちの議論をするときに、すぐに

比較をするのです。どうしても、隣の福岡市の話がすぐ出てきます。議会でもよく出ます

けれども、それはもう最低限でいいのかなと私は思っていまして、福岡は福岡だし、北九

州は北九州と思っています。 

そこで、今日もお越しの先輩方に申し上げたいのは、先輩方とお話をすると、昔はよか

ったということをよく耳にしますが、昔は昔ということで、若者が将来に目を向けるよう

な支えを先輩方にしていただきたいと思いますし、若い皆さんにはムーブメントを自分た

ちでつくって、新しい歴史とか北九州の魅力を自分たちでつくってほしいなと。行政がど

うではなくてということをお願いして、意見とさせていただきたいと思います。よろしく

お願いします。ありがとうございました。 

○南教授 どうもありがとうございました。それでは、荒川議員お願いします。  

○荒川議員 若い皆様方、発言ありがとうございました。日ごろ、なかなか 10 代の皆さん

方とお話をする機会というものはないものですから、今日お話をお伺いしておりまして、

感想ですが、これからの北九州市、あるいは社会を担っていこうという若い皆さん方は、

一生懸命考えていらっしゃるということがよく分かりましたし、そのことは、本当にこれ

からの希望ではないかなと思います。 

私は、高齢化社会というのが、ややもするとマイナスイメージということは、やはり払

拭していく必要があるのではないかと申し上げたわけですが、高齢者が生き生きと幸せに

生活している姿を見ることは、やはり若い人たちが将来の自分たちのイメージを重ねてい

ったときに、希望につながっていくのではないかということも、ぜひ申し上げておきたい

なと思います。ですから、今日は本当にいい機会を与えていただいて、うれしく思ってお

ります。ありがとうございました。 

○南教授 どうもありがとうございました。それでは、あと残り 20～30 分ほどございます。

事前に市民の方からも御意見をいただいておりますし、今日御参加の皆様からも意見シー

トをいただいております。あるいは、今日、若者の方の参加も多数いただいておりますの

で、そういった方からの質問や御意見に対して、登壇者が答えるという形で進めさせてい

ただきたいと思います。 

まず、事前にいただいた意見シート、あるいは、本日いただいた意見シートのうち、私

のほうで４つほどテーマを絞らせていただきましたので、それについて順次、登壇者から
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お話をいただきたいと思っております。 

１つ目が、今日いただいた意見シートでも、人が集まり、魅力あるまちづくりなり、イ

ベントの開催が必要ではないかという御意見をいただいておりますし、また、事前にいた

だいた御意見では、小倉駅前や黒崎駅前にある大型商業施設ですとか、あるいは八幡にあ

るレクリエーション施設、そういったところが撤退するという中で、若者に魅力あるまち

であるためには、そういった商業やレクリエーション分野の活性化、あるいは、まちの活

気づくりというのが必要ではないかという御意見を多数いただいております。  

そうした、活気のあるまちづくりに関しまして、佐藤議員、もし御提案あるいはコメン

ト等があればお願いいたします。 

○佐藤議員 ありがとうございます。まちの活気づくり、イベントだったり、人が集まる、

そういった魅力づくりが必要ではないかという御質問だと思います。 

北九州市は、実は今、魚町で国家戦略特区を活用して、道路上にマルシェだったり、夜

市を出して、一定のにぎわいをつくるための活動をしております。これは、民間のまちの

方々が中心になってやっている取り組みでありまして、定期的にイベントもやっておりま

すけれども、通年を通して道路上でいろいろなイベントだったり、活動をすることで、ま

ちのにぎわいを生み出しております。 

こうした、例えば道路とか河川、あるいは公園、こういった公共空間。道路であれば、

普段、車が通る交通手段の場所であると思っておられる方も多いかと思いますけれども、

実はまちの人たちのさまざまな活動の場所に変えることができるわけでありますので、特

区を活用したり、ルールを柔軟に運用することで、そうした中心市街の道路や河川とか公

園、そういったところでにぎわいづくりに資する活動を民間の方々にしっかりやってもら

う。そういうことをやっていかなければならないと思っています。  

また、旧小倉ホテルが今度解体されて、あの場所が広場になるわけであります。この広

場も民間の方々が運営管理をしていただくように、恐らくなっていくと思いますので、ま

ちのど真ん中で、さまざまなイベントを通して、にぎわいをまた創出していく必要がある

と思いますし、そのことについて、私は期待をしております。 

○南教授 どうもありがとうございます。次に、事前にいただいたシートの中には、子育

て環境の充実に関する御意見等も多数いただいております。例えば、もっと子育てがしや

すいように保育園、幼稚園をふやし、育児休暇を取りやすい世の中にするですとか、ある

いは、育児、医療サービスの充実、未来の子供のための教育費の負担を、北九州市の地域

の特有で行ってはどうかとか、子育て環境の充実、子育て世代に対する支援などについて

も、さまざま御意見をいただいているところでございます。 

これにつきまして、松岡議員、コメントがありましたらお願いします。  

○松岡議員 子育て支援について、これは非常に重要なテーマでありまして、我が北九州

市は、昭和 54 年にピークでありました 106 万人の時には、子供が１万 4,000 人以上生まれ

ていたのです。先ほど基調講演で南先生からありましたように、今は 7,300 人。約半数に

子供の数が減少して、高齢化に伴って人口が減っていると、こういう実態があるのです。 

子育てに力を入れないと、本当に人が減ってしまうというのが、今の状況でありまして、

若者、女性、そして子育て。これに北九州市、市議会、行政としても今、全力を挙げてお
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りまして、待機児童対策であったり、子ども食堂、子供の貧困であったり、児童虐待防止。

これは保健病院委員会のほうでも、児童虐待防止条例をつくろうということで今、最終案

を盛り込んでいますし、教育の負担の軽減についても、議会でさまざまな話がなされてお

ります。 

先ほど、教育の負担ということでありましたけれども、若者、女性、そして子育て支援、

幼児教育の無償化というのを目玉に上げておるのですが、その実態はどうかということで、

４月、５月、６月に 100 万人訪問調査運動ということで、全国の公明党の議員が現場に入

って、北九州市内においてもアンケート調査を行いました。 

その中で、子育て、教育の負担に不安というのが第１位でありまして、将来の進学など

の費用の負担 46.7％、授業料や保育料の負担が重い 13.7％、学費とか習い事の負担が重い

10.4％、あと 3.2％は通学用品とかです。74％の方が教育の負担が重いというデータが出

ております。希望する子供の数は２人以上ですけれども、こういった教育の負担があるか

ら、出生率が 1.6、２にいかないのです。だから減少しているという実態が明らかになり

ました。 

そして、この教育の負担については、2019 年 10 月に消費税が上がるわけですけれども、

この費用は全部、子育て費用や社会保障に使おうということになりまして、全部というか、

一部ですけれども、教育の費用の負担になります。これが、０歳～２歳までの非課税世帯

には無償、そして、３歳～５歳までは２万 5,700 円を限度に利用料を無償化する。こうい

ったことで、教育の負担を減らそうということであります。 

子育て支援をすることが人口減少、そして、高齢者にも関係あります。支える人をふや

さないと、当然、年金は減っていく。こういったところで、やはり子供に、いかに教育に

費用を使わないといけないか。これも北九州市議会でも議論されております。しっかりこ

のところに全力で頑張っていきたいと思っております。よろしくお願いします。  

○南教授 ありがとうございます。また、いただいている意見シートを拝見すると、何と

か頑張って治安を改善してほしいですとか、あるいは、北九州市は治安が悪いというイメ

ージがあるので、それをなくしていってはどうかといった御意見をいただいております。

また、本日、御参加になられている方からの御意見としては、北九州市にはいいものがい

っぱいあるので、そういうのをアピールすればいいのではないかといった御意見ですとか、

何にしてもＰＲ不足であるという御指摘をいただいております。 

いってみれば、安全・安心のまちづくりをいかに進めていくのか、あるいは、いろいろ

なイメージを北九州に対してお持ちの方がおられるわけですけれども、それも踏まえつつ、

いかにそれを必要なものは払拭していくか、あるいは、都市イメージを向上させていくか

という御意見が多数寄せられています。 

このあたりにつきまして、奥村議員、コメントがあればお願いします。  

○奥村議員 ありがとうございます。治安が悪いということはよく言われます。他都市の

方からも言われますし、市民の皆様も、そのイメージをどうにかというのは、日ごろから

よく聞いております。 

ここで最初に、我がハートフル北九州という会派ですけれども、同僚の大久保無我議員

が昔、私にくれたデータが今ありますので、少しお話しさせていただきたいと思います。  
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全国の政令指定都市別の刑法犯認知件数、大きな犯罪の件数です。これが政令指定都市

１位からずっと出ているわけですが、第１位は大阪市ということで、非常に断トツなので

す。これは人口で割っていますから、人口が多いから多いわけではなくて、人口 10 万人ご

とで割っていますから平等な数なのですけれども、大阪１位。第２位は、大阪府の堺市な

のでございますが、第３位は、実は福岡市でございます。北九州はずっと下がって第９位

ということで、結構昔から、20 都市ある中で第９位、真ん中くらいを推移しているわけな

のです。でも、福岡市に行くと、北九州は柄が悪いからと言われて、私も非常に悔しい思

いをよくしていますが、数値で見ると、実はこういったことが分かるわけなのです。  

ここで私が課題だなと思うのは、だから自分たちが思っているほど悪くないということ

はいっぱいあるわけです。これは私の個人的意見で、違ったら叱っていただければと思い

ます。ほかのまちの人から、北九州最悪だ、悪い、と言われたらやはり腹が立つのですが、

逆に、北九州は意外と治安いいよねと言われたら、いや、そんなことないよと言ってしま

う人が結構いるのではないかと感じておりまして、だから、自分で自分のことをいいとい

うのがあまり得意ではないまちなのかなと、私はずっと感じています。それが、先ほどの

ＰＲ不足というところにつながるのではないかなと思っていまして、自分たちでは、日本

一だよとかいうのをあまり言わない、言いたがらないというか、言うのを格好いいと思わ

ないというのがあるのかなと、私はそう思っています。 

先ほど申し上げたように、子育てが日本一とか、例えば、門司港だけではなくて、全市

で映画の街とか、いろいろロケをして、すごくロケに来たりしています。それから、先ほ

ど佐藤議員が言った、洋上風力発電とかいろいろなことがあるのですが、これは行政がい

くら外に発信しても、なかなか伝わらない。 

一番重要だと思うのは、私は市民の皆様が納得していただいて、皆さん自身が発信して

いただかないと、例えば、行政が東京とか福岡に行って、北九州のこれは最高だよと言っ

ても、その方が北九州のことを知っている方で、どうかな、などと言われると、やはり信

用できないことになってしまうので、行政は行政で発信をする、私どもも議会で発信をす

る、そして、その裏づけを市民の皆様がしていただくことによって、本当にこのまちのイ

メージをつけていけるのではないかと、私は思っています。 

ぜひ、今北九州市が目指しているところを知っていただいて、納得をしていただいて、

自信を持って、外で発信を一緒に、皆様とさせていただければと、そのように思っており

ます。どうぞよろしくお願いします。 

○南教授 ありがとうございます。また、いただいた意見シートに目を向けますと、北九

州のさまざまな課題の解決や対応等に向けては、市、議会、あるいは市長、行政、そうい

った全体を指しておられると思いますけれども、市と民、これは市民の皆様、あるいは民

間企業等も含めた地域のさまざまな団体、あるいは個人ということかと思います。市と民

が議論し、よりよい方策を導き出し、協力し合うことが、北九州における人口減少問題の

解決策だと思います。今回のカフェトーク in 北九州は、まさに、市と民の議論の場として、

人口問題の解決策の一歩になるものと期待します。ということで、その他、いろいろ記述

をいただいておりますが、市も重要な政策課題に関して、市民と議会、それから行政が議

論をして、みんなで当事者意識を持つ機会の充実が必要ではないかという、そういった御
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意見かと思います。 

この点につきまして、荒川議員からコメントがありましたらお願いします。  

○荒川議員 今日、議会や行政を身近に感じていただいて、いろいろ率直な声をお伺いす

る場という、その一環で開かれていると考えるわけですが、やはり、私たち議員は、市民

の皆さんから選ばれて、皆さんの声を行政に届ける役割。だから、行政のいろいろな課題

について検証し、監視をするという役割を担っているわけで、そういう意味では、皆さん、

企業を含めて、多くの方との意見交換は非常に大事だと思います。  

議会としても、開かれた議会ということで、こういう取り組みを行ったり、あるいは、

いわゆる会議録の公開、それから、今、行っている議会中継を、もっと拡大してはどうか

という議論もされておりますし、大いにそういう取り組みを進めて、ぜひ皆さんに身近に

感じていただけるように、我々も努力していきたいなと思っています。  

それと１点だけ、先ほど松岡議員から、消費税の問題を言われましたけれども、北九州

はやはり高齢化が進んでいる、年金が少ない、そして市民所得が非常に低いのです。そこ

にもってきて、消費税が増税されるというのは、非常に打撃があると思います。これは国

がやることですから、我々はこれをどうしたらいいかということを考えたときに、やはり

皆さんの声をしっかり聞いて、国に意見を上げていかなければいけないということを、改

めて強く感じたということをあわせて発言しておきたいと思います。 

○南教授 ありがとうございます。それでは、本日は、若者代表のパネリスト４名の方以

外にも、まちづくりに関心のある若者が多数、会場に来ていただいております。ぜひ、そ

の若者の皆さんの生の声を聞いてみたいと思いますので、若者席で、本日のテーマ、人口

減少に関する御意見等がありましたらお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。  

では、マイクを渡してください。 

○質問者Ａ 九州大学文学部に所属しております。先ほど奥村議員と佐藤議員のお話の中

に、生産性を向上するためにＡＩを導入していきたいというお話があったのですが、その

点に少し疑問を覚えたので、質問というか意見を言わせていただきたいと思います。 

まず、そもそも何かしら、プログラムとかではなくても、ものをつくるときは、最初に

何をつくるかを決めると思うのです。例えば、料理をつくるときだったら、スパゲッティ

をつくるからこれを炒めなければいけないとか、そういうのがあると思うのですけれども、

多分、現時点だと、ＡＩを使いたいとは思っていても、では何に使うのかというのが、そ

こまで具体的に議論されていないのではないか、というのが少し疑問に思ったので、その

あたりについて、少し意見をいただければと思います。よろしくお願いします。  

○南教授 ありがとうございます。佐藤議員と奥村議員にお答えいただくということでよ

ろしいですか。では、奥村議員お願いします。 

○奥村議員 ありがとうございます。今おっしゃったように、現時点で、どこに何をＡＩ

に担わせるかというのは、多分、全て決まっているわけではないと思いますが、例えば、

先行しているところでいくと、シンガポールは国を挙げて、高齢化とか、そういった足り

ないところにＡＩをどんどん組み入れていって、ＧＤＰの伸びが世界一だという話が出て

いると思うので、そういうところを見本にしていきながら、北九州市が足りないのは、や

はり労働力だったり、高齢化の部分で介護職の人が足りないとかいうところがあるので、
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やはりそこに組み入れる。人口減の労働力や、いろいろ足りないところにＡＩが入ってい

くというのは、私は現実的にも、確かに、今すぐこうと言えないところはあって申し訳な

いのですが、ただ、先行事例を見れば、既に具体化しているところは結構あります。  

例えば、特区でやっているのは、介護でロボットを使うということで、特に、介護する

ときに移動するのが非常に大変だということで、介護職の中で非常に重い比率を占めてい

るのは移動なのです。その部分で、ＡＩを活用してロボットを使うことによって、かなり

の手が離れていくのであれば、本来したいほかの仕事ができて、人手不足を賄っていこう

ということは、一つ可能なのではないかと思います。 

すみません、個別の部分で長くなってしまうのですけれども、もしよかったら個別に話

をさせてもらいたいと思います。佐藤議員、続きを。 

○佐藤議員 奥村議員から、いろいろ説明していただきました。 

まだまだ課題はあると思うのですけれども、きょうの議論の中で、公共交通をどうやっ

て維持していくのかという議論がありました。財政難の中で、公共交通を維持していくの

は本当に大変なのですけれども、これをＡＩだったり、ロボット、先端技術を活用しなが

ら、自動運転を進めていくことで、こうした課題に対応していくこともできると思ってお

りますので、今できることを一つずつやっていくことが大事だと思います。  

○南教授 ありがとうございました。それでは、次の若者の方お願いします。  

○質問者Ｂ 九州国際大学付属高等学校の２年です。今回のパネルディスカッションの中

で、全体的に話として出てきたのが、情報発信だったり、ＰＲだったりすると思うのです

けれども、ＰＲの方法だったり、具体的な案が何かありましたら、お願いします。 

例えば、若者だったら、ＳＮＳという方法があると思うのですが、ＳＮＳは若者にとっ

て、余暇の一部だったりするので、余暇の中でこういう北九州の魅力があるのだよという

のを、どのようにしたら北九州の魅力をもっと伝えられるかなと思いました。  

○南教授 どうもありがとうございます。では、挙手いただいたので、佐藤議員からお願

いします。 

○佐藤議員 御質問ありがとうございます。今、ＳＮＳ等で若者は発信をするのだという

ことだったと思います。北九州市も実は、ユーチューブを使って北九州の魅力、例えばき

れいな景色だったりとか、おいしい食べ物だったりというのを情報発信するようになりま

した。 

ユーチューブで発信することの強みは何かというと、例えば、ユーチューバーといわれ

る、今人気の職業といいますか、ありますけれども、そういう人気のユーチューバーには、

その背景にたくさんの支持者がいるのです。そういう人気のユーチューバーなどを活用し

て、情報発信することで、総花的に、無差別に情報発信するよりも、効果的にユーチュー

バーの背景にある支持者に届けることができるわけでありますので、そうした発信だけで

はなくて、受信というのをしっかり考えながら、情報発信をしていくということが効果的

かなと思っております。余暇の一環として、ユーチューブを見ている方々は多いと思いま

す。私も寝る前は、いつもユーチューブを見ているのですけれども、そういう発信の仕方

も、受信のさせ方もあるのだろうと思います。 

○南教授 ありがとうございます。では、奥村議員お願いします。 
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○奥村議員 情報ですごく重要だと思うのは、伝えたい側と受け取る側で全然違うのです。

これを知ってほしいと一生懸命発信するけれども、知りたい人はどこにもいないという状

況はすごく多くて、行政とかは、やはり伝え方とか得意ではないのです。ＳＮＳもどんど

ん進化して変わっていく。動画配信サイトもサービスがどんどん変わっていく中で、なか

なかそれに対応するのは難しいと思います。 

フォロワーがいない、要は興味を持ってくれていないアカウントで、いくら何千も発信

しても意味がないので、本当に行政は、私は苦手だと思います。だから、先ほど言ったよ

うに、フォロワーがたくさんいる人たちに協力してもらったりしないと、発信というのは

すごく難しいと思っています。 

それよりも、私が先ほど言った、若い皆さんは、若い皆さんが持っているフォロワーが

いるわけだから、そこで発信をぜひしてほしいと思います。みんなでＳＮＳをやっても、

多分、効果がある人とない人がいるので、効果がある、得意な人がどんどんやってもらえ

るように、情報提供を行政からして、こんなことをやっているからということを投げて、

それを皆さんが食いついて出していくようなことをやらないと、多分、発信はうまくいか

ないのではないかなと、最近のネット事情を見て思っております。  

○南教授 では、松岡議員お願いします。 

○松岡議員 今の効果的なＰＲということで、議会でも、戦略的広報ということで議論に

なっておりまして、先だって、このチャチャタウンで有名ユーチューバーが来て、ブルゾ

ンちえみが来たときよりも、もう何千人も来て、ここがあふれたという事例もありますし、

行政も議会も、そういう戦略的広報、そして有名なユーチューバーとかを呼び込んで情報

発信しようと、今、取り組んでいますので、またブラッシュアップして頑張っていきたい

と思っています。 

○南教授 荒川議員、お願いします。 

○荒川議員 私などはもう、そういう情報発信とかいう分野とは、非常にかけ離れた存在

ではないかと、ＩＴに弱いという自覚を持っております。ですが、大事だと思うのです。 

ただ、他都市と比べて横並びの情報をいくら発信しても、なかなか見てはくれないので

はないかと思うので、例えば、高齢者対策にしろ、子育て支援にしろ、北九州ならではと

いうインパクトのある、そういう政策をやって、それを大々的に広げていくという、そう

いう観点が必要だと私は感じております。ありがとうございました。 

○南教授 ありがとうございます。では、木村さんお願いします。 

○木村さん 御意見ありがとうございます。先生方の意見を聞いていて、提案させていた

だきたいなと思ったのが、奥村議員がおっしゃっていた、インフルエンサー、今、ユーチ

ューバーがやっていて、北九州にいる若者もそれぞれのフォロワーがいて、広報できるの

ではないかというお話だったのですけれども、例えば、この間、あやなんさんが北九州の

大使になられましたけれども、それだけだと、あやなんさんのユーチューブを見る女の子

だったり、若い子だったりにしか伝わらないと思うのです。 

奥村議員が言ったように、北九州にいる若者がそれぞれで発信して、それぞれで北九州

市は好きだな、こういうところが好きだなというのを発信できるために提案したいのが、

北九州市の共通のハッシュタグをつくってみてはいかがかなと思っていて、何でかという
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と、私は結構、インスタグラムとか、大学生なのでよくするのですが、北九州と検索して

も、いろいろな情報があって、北九州はこういうところなんだということがなかなか伝わ

ってこなかったりだとか、関係ない、ただ単に北九州とつけただけで、変な画像が出てき

たりとかすることもあるので、若者が、北九州のここいいなとか、ここすてきと思ったと

ころには、こういうハッシュタグをつけましょうみたいな広報の仕方もあるのではないか

なと思っていて、若者は結構ハッシュタグをつけがちなので、そういう部分も検討されて

みてはいかがかなと思っています。 

○南教授 ありがとうございます。もう少し時間がありますので、若者の人で。ではお願

いします。 

○質問者Ｃ ありがとうございます。九州大学３年です。人口の地域性というところにつ

いて質問があるのですけれども、議論１で課題がいろいろ出てきたと思うのですけれども、

それは大きく分けて２つに分かれると思うのです。一つは、社会保障だったり税収といっ

た、市全体の問題で、もう一つが、行政サービスの減少。今、議論で大きくなっている交

通機関だったり、伝統の継承だったり、それは結構ピンポイントな問題になってくると思

うのです。 

社会増減で 500 人プラスになりましたとかいって、そういうことでよくなるのは、全体

としては、少なくとも数字としてよくなるとは思うのですけれども、例えば、小倉のとこ

ろに、人口が 500 人ふえましたとなるのと、例えば、小倉南区の本当に田舎のほうに人が

全然いない過疎化が結局とどまっていないというか、解決されていないというのは、結構

あるのではないかなというふうに思っていて、そういう偏りをどういうふうに解決するの

かというふうに考えたときに、自分は大学で市町村合併についてよく調べるのですけれど

も、その中でも、やはり北九州市というのは５市の対等合併といって、地域の独自性があ

らわれる、極めて珍しい事例だとあって、政令指定都市だからこそ、北九州市は行政区と

いうものが７つあると思うのですけれども、連携しながら考えないといけないのは分かる

のですけれども、その中で区の独自性をどうやって生かして、地域それぞれでどうやって

アピールしているのか。 

先ほど、○○なまち北九州、というのが大事だという話が出たと思うのですけれども、

○○なまち、というのをいっぱいつくる感じでアピールするのが大事かなと思うのです。

長くなってすみません。そういった連携とか、独自性のアピールというのがどうやって行

われているのかなというのがありましたらお願いします。 

○南教授 ありがとうございます。どう独自性をＰＲしていくのかということと、あと話

の前段では、市内での地域間での格差といいますか、そういった視点も重要ではないかと

いったお話だったかと思います。 

今のお問いかけにつきまして、では、松岡議員お願いします。 

○松岡議員 前段の、偏りをどうするかというお話で、今、人口減少で論議するときに、

都市の考え方としてコンパクトシティ、要するにコンパクトにして、人口減少とともにま

ちをつくっていくという考え方があります。それには、選択と集中。やはり、責任ある行

政、また議員でもありますから、この人口が減る中、その対策も打ちながら、やはり選択、

選ぶ、縮小するところは縮小して、集中するところは集中しないといけない。皆様の議論
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も、先ほど消費税等もありましたけれども、では、どこに使うのか。無制限にあれば使え

るというものではなく、負担していくところは負担していく。また、お金をかけないとい

けないところはかける。都市についてもそうだと思います。 

こういった選択と集中をする中で、総論賛成、各論反対みたいな論議はありますけれど

も、やはりここは取捨選択をして、まちづくりを皆さんと一緒に、一方的にではなくて、

意見を交わしながらつくっていくことが大事だと思います。 

あと、○○なまち北九州、ということですが、私は教育文化委員会で、映画の街・北九

州ということで推していまして、今度、東アジア文化都市のメディア芸術というところで、

北九州が国際映画祭を開くような、映画の街・北九州でもっともっと売っていいのではな

いかと思っていますので、そういったところで、また頑張っていきたいなと思っています。 

○南教授 では、荒川議員お願いします。 

○荒川議員 １つの都市として、５市合併して、北九州は 55 周年以上になったわけですが、

やはり各区、旧市のそれぞれの顔がまだあると思うのです。これを無理に集中したりする

と、いろいろな意味で矛盾が出てくると思うのです。 

私は、いわゆる区が持っている独自の予算、まちづくりを区が主体的にやっていくこと

ができるような、今非常に限られておりますけれども、これをもっと充実させて、区長さ

んなり、区役所のいわゆるトップの人たちが、その区の課題は何なのかというところをし

っかり考えて、まちづくりを進めていくことが大事だと思いますし、各区にも、それぞれ

の行政区で選ばれた議員が会をつくっていますので、そこでしっかり意見交換をしながら

やっていくことが必要ではないかなと考えております。 

○南教授 では、奥村議員お願いします。 

○奥村議員 ありがとうございます。先ほどの話で幾つかあったのですけれども、人口の

偏りという面もあるのですが、コンパクトシティという話がありました。これは、どこの

まちも非常に難しい課題ですけれども、北九州は先ほど言った、５市合併の名残があって、

もちろんコンパクトシティの計画みたいなものはつくり出しているのですが、７区ありま

すから、少なくとも７つ以上、今考えている想定で拠点があるのです。門司区だけでも何

カ所もある。それではコンパクトシティにならないと私は思っていて、集約を簡単にして

いくのは、なかなか難しいと思います。 

だったら、ここは夢物語で、今すぐ実現ではないのですけれども、先ほどから出ている

自動運転とかいうところを、少し期待して、市としても応援をしていくことで、拠点が幾

つかに絞っても、そこまでのアクセスを自動運転がつないでいくということができれば、

そこに一つの継続性が期待できるのではないかなと、私はそう思って、これは期待の段階

ですけれども、そのように考えています。 

あと、伝統の継承はすごく重要で、私も田舎の人間で、伝統の継承に不安を持っていま

すが、これこそＩＴとかも非常に関係があると思っていて、実人口だけではなくても、そ

こに興味を持って訪れる人で、交流人口とかいいますけれども、それを超えて、ネットで

もいいので、興味を持ってくれる方がどんどんふえていけば、継承というのはある形では

できていくと思います。見なければできないものもあるでしょうけれども、知ってもらう

ことでつながるものもあると思うので、そういうところでネットとかを、どんどん使って
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いくべきかなと思っています。 

最後に、５市合併で、それぞれ独自性が残っている。でも、これは私も強みだと思って

いて、北九州の特徴は、例えば小倉城周辺が分かりやすいと思っていて、城があって、市

庁舎があって、リバーウォークがあって、ぱっと写真を見ると、ほかのまちの人は、何だ

ここ、というわけです。でも、あれが北九州らしさだと思っていて、何でもありで、いろ

いろなものがあって。だから、魅力は人それぞれですから、100 人いれば 100 個の魅力を

それぞれ感じているわけで、何かしらひっかかるまちが北九州だとなるように、何々のま

ちをいっぱい出していっていいと。 

昔は１個に絞らないと売れないという意見もあったと思うのですけれども、今はこれだ

けネットがある世界ですから、いろいろなものをいっぱいつくって、検索すればひっかか

る。先ほどのハッシュタグの話もそうですけれども、そういう多種多様なまちになったら

いいなと思って、これからも頑張っていきたいと思います。 

意見があったら、ぜひいただきたいと思います。ありがとうございます。  

○南教授 ありがとうございます。まだ御質問等がおありかもしれませんけれども、所定

の 15 時 40 分が迫ってまいりました。 

本日は、高校生、大学生世代と市議会議員が一緒に登壇をして、互いに意見を述べ合う

という、市議会主催としては、とても新しい形でトークイベントが進められてきたと思い

ます。人口問題は北九州市にとって、これまでも、それから、これからも重要な地域課題

ですが、私個人的には、今日の若者の皆さんの御意見ですとか、あるいは、市議会議員の

皆さんの御意見をお伺いすると、今後の北九州市に大きな希望が持てるのではないかと思

ったところです。 

これからの市議会におきまして、市民のために多様な観点から熱心な議論が行われると

いうことを期待したいと思いますし、若者を初めとしまして、全ての市民がもっと市議会

ですとか、あるいは政治全般、それから行政というものに対して関心を持っていただき、

そして、参画していただくということを期待したいなと思っております。  

本日は、大変多くの市民の方に、最後まで熱心にお聞きいただきました。心よりお礼を

申し上げます。パネリストの皆さん、それから、司会進行のお二方、そして、御参加いた

だいた全ての皆様に、心より感謝を申し上げます。本日は誠にありがとうございました。 

○司会（宇都宮）以上でパネルディスカッションを終了させていただきます。 

会場の皆様、コーディネーター及びパネリストの皆様に、いま一度大きな拍手をお願い

します。登壇者の皆様はお気をつけて御降壇ください。 

以上をもちまして、カフェトーク in 北九州を閉会いたします。 

本日は、長時間にわたりおつき合いいただき、誠にありがとうございました。 
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